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～「死ぬな」・「逃げろ」・「助けろ」～

西条市 経営戦略部 危機管理課

中川地区タウンミーティング
～地域防災対策～

令和元年11月 8日（木）19：00～

内閣府「防災４．０」未来構想プロジェクト有識者提言より

いま、防災は、第４段階へ
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警戒レベルの低い方から
▼レベル１は、数日以内に大雨が予想される時
▼レベル２は、注意の呼びかけ
▼レベル３は「避難準備の情報」で、高齢者などは避難を開始する
▼レベル４は「避難勧告」や「避難指示」で、速やかに避難所に移動する、
直ちに命を守る行動をとる
▼レベル５は「災害の発生」で、命を守る最善の行動をする

防災情報レベル化の内容

防災情報は大きな災害を経験
するたびに増えてきました。

規格（物差し）を統一

防災情報をあらためて整理
してわかりやすく体系化す
る「土台」を示した、とい
う意味があります。

防災情報レベル化の狙い
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避難情報

（テレビ：ＮＨＫデータ放送）
河川・雨量情報

土砂災害危険度情報

防災情報の入手方法

■防災行政無線、集会所ＩＰ放送

★ 屋外拡声子局

（丹原西中、中川分団）

★ 集会所の放送

（来見、湯谷口、市川、寺尾、明穂、石経、関屋）

★ 個別受信機

（公民館、小中学校、Ｂ＆Ｇ海洋センター、さくら

保育園）

■消防車両等でのサイレン・広報

■携帯電話等へのメール配信

「安全・安心情報お届けメール」

■スマートフォン用防災アプリ

「防災情報さいじょう」
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◆避難行動時の危険性

雨が強くなる前、暗くなる前 早めの避難を！

◆避難行動時の危険性
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○
○
公
民
館

◎

✔

避難準備開始
・自宅周辺の片づけ
植木鉢、側溝
・避難経路再確認

避難準備第２段階
・常備薬の確認、補充
・自治会長へ連絡

・危険地域の見回り
・近所への声掛け

避難開始
・母、妻、子供が避難開始
（避難所まで３０分）

避難開始
・自宅の戸締り確認
・自分自身が避難開始
（避難所まで３０分）

・○○さん、◆◆さん
の避難誘導支援

避難完了
・自治会長へ避難が完了し
たことを報告

・避難所の受付を実施（妻）
・受入れ準備を支援（子供）
・情報班の業務（自分）

準備にかかる時間を
事前に計っておく

自分の避難に影響が出
ない範囲で実施する

※自分が必要だと思うことをできるだけ多く書い
ておくと、いざという時に役立ちます。

共助の役割を記入

■避難の方法と留意点

避難の方法 概要 留意点

自宅へ残る
（屋内安全確保）

自宅などその場に
とどまり、安全を
確保すること

・自宅が平屋の場合は、浸水深が50cm
（床上浸水）を超えないこと

・浸水継続時間が長い場合は、食料、水、
常用薬等の準備をしておくこと

市の指定避難所へ
移動

市が指定する近傍
の避難所へ移動し、
安全を確保するこ
と

・事前に洪水ハザードマップで指定避難所
の場所を確認しておくこと

・浸水継続時間が長い場合は、食料、水、
常用薬等の準備をしておくこと

親戚、知人宅等
へ移動

（縁故避難）

市内外の浸水想定
区域外へ移動し、
安全を確保するこ
と

・避難経路の浸水深を確認すること
・移動手段と移動経路を確認し、適切な行
動をとること

・食料、水、常用薬等の必需品を準備して
おくこと

・移動する前に通行止めや渋滞状況を確認
しておくこと

隣接市町へ移動
（広域避難）

隣接市町の浸水想
定区域外などへ移
動し、安全を確保
すること

・避難経路の浸水深を確認すること
・移動手段と移動経路を確認し、適切な行
動をとること

・食料、水、常用薬等の必需品を準備して
おくこと
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◆避難所への移動【原則は、徒歩（※地域の特性により考慮する）】

■避難所への移動手段と危険性
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中川地区の災害に対する特性は？
１ 地域の特性

中山川により南北に分かれている。山間部か
ら平地に流れる多数の小河川、沢がある。

２ 予想される災害
（１）大雨、地震による土砂災害により、命の危

険がある被害を受ける地域がある。
（２）1000年に一度程度の規模（２４時間雨量

６８５ｍｍ）の大雨により、浸水被害を受け
る地域がある。
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中川地区の災害に対する対策は？
１ 早めの避難（リードタイムの有効活用）

２ 複数の避難経路の確保（災害の種類、進行を
考慮し複数の経路を）

３ 複数の避難する場所の選定（災害の種類、進
行を考慮し、縁故避難、広域避難を含める）

【提 案】
地区内の課題を明らかにし、その解決方法を含

めた地区防災計画を作成し、市地域防災計画に反
映させる。

平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、市町村の一定
の地区内の居住者及び事業者（地区居住者等）による自発的な
防災活動に関する「地区防災計画制度」が創設されました。
本制度は、市町村の判断で地区防災計画を市町村地域防災計
画に規定するほか、地居住者等が、市町村防災会議に対し、市
町村地域防災計画に地区防災計画を定めることを提案すること
ができる仕組み（計画提案）を定めています。

地区防災計画

地区防災計画の策定を通じて、自主防災組織や消防
団・水防団等これまでも地域で活動している人々に
加え、地区の住民や事業者が協力し、地区の防災力
向上に向けた実践的なルールをまとめ、共有するこ
とができる。
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地区防災計画制度の全体像 のイメージ

この両者の計画が車の両輪のように
呼応することにより、防災面における
行政、コミュニティ、事業所等の協働
が可能となる。

幅広い主体と自主防災組織の連携、校区を拠点とした活動
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地区防
災計画

体制の構築

対応の練達

環境の改善

知恵の伝承

人材の育成

地区防災計画作成の考え方

◆地域の特性を反映しつつ地域
の強みを生かした防災計画

◆我がこととして感じられる手
づくりの防災計画

地域の課題の具体化

※地域で
できること
できないこと

を明確にする。

地域の実情に即して考える

密着性

何よりも自発的に取り組む

率先性

みんなで力を合わせ展開する

連帯性

日常のコミュティ活動として
展開する

日常性

計画提案の流れ

たとえば、
“○○施設を河南
地区の避難所とし
て指定する”
“○○の気象情報
が発表されたら、
小学校を避難所と
して開設する”
というような対策を
「西条市地域防災
計画」に反映させ
ることができる。
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本部運営
訓練

ＤＩＧ（災害
図上訓練）

ＨＵＧ
（避難所

運営ゲーム）

クロス
ロード

給水
訓練

避難所
運営・
宿泊訓練

まちなか
訓練

炊き出し
訓練

防災ウォーク
ラリー

色々な防災訓練やイベント

防災
まち歩き

避難
訓練

想定した災害につい
て、地図上で災害対
応について話し合う

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

災害時に発生する
様々な問題につい
て検討しあう

防災クイズに答え
ながら街中を歩き、
地域の防災につい
て学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災
運動会

担架による荷物運
び競争や土のうづ
くり競争など、
「防災」の視点を
取り入れた運動会

他の訓練現場を見学することで、訓練の準備や進め方などの理解が深まります

「災害に強いコミュニティへ！」
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防災・減災について、行政との連携

建設的な議論
ができる

フラットな関係

✕依存しない ☞
☚ 押し付けない✕

◆防災説明会の開催
◆防災訓練や防災イベ
ントの企画・実施
◆防災に関する計画の
作成

◇資料の提供やアド
バイス
◇訓練・イベントの
支援
◇新しい情報の提供
◇新しい取り組みへ
の提案

７月豪雨災害のとき、自分たちで作った地区防災
計画により難を逃れた大洲市三善地区や松山市高
浜地区のように災害に強い地区づくりをめざしま
しょう！

自分たちの命は、自分たちで守る


